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●1 類（哲学・心理学・宗教） 

『情報を正しく選択するための認知バイアス事典』         

 情報文化研究所 著、高橋昌一郎 監修/フォレスト出版 

『14 歳からの個人主義』丸山俊一/大和書房 

  

 

 
                   
 
 

●3類（社会） 

『君たちの日本国憲法』池上彰/集英社文庫  

『最新金融業界の動向とカラクリがよ～くわかる本』           

  平木恭一/秀和システム   

『裸足で逃げる』上間陽子/太田出版『バカと無知』橘玲/新潮新書  

『ユニバーサルデザインの基礎と実践』                          

  日本福祉のまちづくり学会身体と空間特別研究委員会 編他 

  /鹿島出版会                               

『児童養護施設という私のおうち』田中れいか/旬報社 

 

 

 

 

 

 

●4類（自然科学・医学） 

『高校数学の美しい物語』マスオ/SBクリエイティブ 

『動物たちは何をしゃべっているのか?』 

 山極寿一・鈴木俊貴/集英社 

『動物心理学入門』日本動物心理学会 監修他/有斐閣 

『「心」のお仕事』河出書房新社 編他/河出書房新社 

 

 

 

新着案内 

※表紙画像は、出版社の許可を得て転載しています。 

●9類（文学） 

『シナリオ・センター式物語のつくり方』 

 新井一樹/日本実業出版社  
『小説を書きたい人の本』誉田龍一 著、校條剛 監修/成美堂出版 
『これさえ知っておけば、小説は簡単に書けます。』 
  中村航/祥伝社新書  
『琥珀の夏』辻村深月『夜明けのすべて』瀬尾まいこ 
 /以上、文春文庫  
『撫物語』西尾維新/講談社   
『薬屋のひとりごと 14』日向夏/ヒーロー文庫  
『この恋は世界でいちばん美しい雨』『恋に焦がれたブルー』 
 /以上、宇山佳佑 
『教室に並んだ背表紙』相沢沙呼『スキマワラシ』恩田陸   
『空への助走』壁井ユカコ『透明な夜の香り』千早茜  
『放課後レシピで謎解きを』友井羊『梟の一族』福田和代  
『坂下あたると、しじょうの宇宙』町屋良平 
『できたてごはんを君に。』行成薫 
『その扉をたたく音』瀬尾まいこ 
『櫓太鼓がきこえる』鈴村ふみ 
『短編宝箱』集英社文庫編集部 編 
 /以上、集英社文庫  
『星に願いを』鈴木るりか/小学館 
『今夜、もし僕が死ななければ』浅原ナオト 
『犬も食わない』尾崎世界観・千早茜 
『ぼくの死体をよろしくたのむ』川上弘美  
『世界でいちばん透きとおった物語』杉井光  
 /以上、新潮文庫 
『この恋が、かなうなら』いぬじゅん 
『言霊使いはガールズトークがしたい』白洲梓  
 /以上、集英社オレンジ文庫     
『小説すずめの戸締まり』新海誠/角川文庫  
『恋に至る病』斜線堂有紀/メディアワークス文庫  
『誰が勇者を殺したか』駄犬/スニーカー文庫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『なれのはて』加藤シゲアキ/講談社 

 『 
庫  
『吸血鬼の原罪』知念実希人/実業之日本社文庫  
『オーバーロード 15・16』 
 丸山くがね/KADOKAWA 
『たゆたう』長濱ねる/角川文庫  
『妻が余命宣告されたとき、 
 僕は保護犬を飼うことにした』小林孝延/風鳴舎 
『ぼくが消えないうちに』A.F.ハロルド他/ポプラ文庫  
 
 
 

 

●2類（歴史・土地の様子） 

『"地形と気象"で解く!日本の都市誕生の謎』 

 竹村公太郎/ビジネス社 

『地球の歩き方 イギリス 2024～2025 年版』                         

  地球の歩き方編集室 編/地球の歩き方 

 

 

 池上彰・増田ユリヤ/ポプラ新書  

            
 

 

 

 

 

 

 

 

★ちくまプリマー新書★多数入荷！ 
『東大生と学ぶ語彙力』西岡壱誠  

『嫌な気持ちになったら、どうする?』中村英代 

『世にもあいまいなことばの秘密』川添愛 

『神さまと神はどう違うのか?』上枝美典 

『ランキングマップ世界地理』伊藤智章  

『大学マップ』小林哲夫  

『「死にたい」と言われたら』末木新 

『増えるものたちの進化生物学』市橋伯一 

『はじめてのフェミニズム』デボラ・キャメロン 著、向井和美 訳 

『ナマケモノは、なぜ怠けるのか?』稲垣栄洋  

 /以上、筑摩書房 

 

 

                

★岩波ジュニア新書★多数入荷しました！ 
『ネット情報におぼれない学び方』梅澤貴典 

『知りたい気持ちに火をつけろ!』木下通子 

 『都市のくらしと野生動物の未来』高槻成紀 

『在来植物の多様性がカギになる』根本正之  

『ボクの故郷は戦場になった』重延浩  

『動物を守りたい君へ』高槻成紀『国連で働く』植木安弘 編著 

『10代のうちに考えておきたいジェンダーの話』堀内かおる 

『「よく見る人」と「よく聴く人」』広瀬浩二郎・相良啓子 

『扉をひらく哲学』中島隆博 他編著『不便益のススメ』川上浩司 

『10代の悩みに効くマンガ、あります!』トミヤマユキコ  
 『農はいのちをつなぐ』宇根豊 『世界が広がる英文読解』田中健一 

『平安のステキな!女性作家たち』川村裕子 著、早川圭子 絵 

『源氏物語入門』高木和子『新種発見物語』島野智之、 脇司 共編他 

 /以上、岩波書店 

 

 

 

 

 

 

模範解答経済・経営編』『模範解答医学・看護・医療編』 
 『模範解答人文・情報・教育編』 
   /以上、樋口裕一・大原理志/東洋経済新報社 
 

 

●5類（技術・工業・家庭） 

『トコトンやさしいユニバーサルデザインの本』       

  宮入賢一郎・実利用者研究機構/日刊工業新聞社   

『東京の美しいドボク鑑賞術』北河大次郎他/エクスナレッジ 

『よくわかる最新コンクリートの基本と仕組み』     

  岩瀬泰己・岩瀬文夫/秀和システム 

『橋とトンネル鉄道探究読本』小野田滋/河出書房新社 

『自宅で湿地帯ビオトープ!』中島淳 著、大童澄瞳 画/大和書房 

『センスのいらないおしゃれの教科書』渡辺樹里/KADOKAWA 

『家事か地獄か』稲垣えみ子/マガジンハウス 

 
  

 

●6類（産業） 

『食べる経済学』下川哲/大和書房 

『タネと内臓』吉田太郎/築地書館 

『日本庭園をめぐる』原瑠璃彦/ハヤカワ新書  

『はじめてのアクアリウム』 

  佐々木浩之/コスミック出版  

『ついこの店で買ってしまう理由(わけ)』 

  博報堂パコ・アンダーヒル研究会 編他/日経ビジネス人文庫  

『デジタル時代の情報発信のリスクと対策』 

  北田明子他/東洋経済新報社   

『キミがこの本を買ったワケ』指南役/扶桑社文庫   

『国道 16 号線』柳瀬博一/新潮文庫  

『巡礼ビジネス』岡本健/角川新書  

『日本のアニメはなぜ世界を魅了し続けるのか』 

  酒井亨/ワニブックス|PLUS|新書 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

●7類（芸術・体育） 

『五體字類 改訂第 4 版』 

 法書会編輯部 編著、高田竹山 監修/西東書房 

『新しいパーソナルカラーの教科書』二神弓子/西東社 

『これで死ぬ』羽根田治/山と溪谷社  

『デス・ゾーン』河野啓/集英社文庫  

『やさしい、いけばなの基本』竹中麗湖/世界文化社  

『お花をきれいに長く楽しむ本』 

  日本華道社編集部 編/日本華道社 

 

 

 

    今年度の図書・雑誌の購入は終了いたしました。 

    次回の購入は新学期になります。 

    リクエストは随時受付しています。 

 

●8類（言語） 

『あいまい・ぼんやり語辞典』森山卓郎 編/東京堂出版 
 


